
はじめに

『株式会社玉子屋』は、都心のサラリーマンやＯＬ

を対象としたオフイス向けの仕出し弁当を、お昼だけ

で一日7万食の製造および販売をしている会社です。

【従業員750名（パートアルバイト派遣を含む）グルー

プ年商85億円】

私は　高校から立教で野球部に所属していました。

今この仕出し弁当業界の中で、日本で有数な会社と言

われるようになったのも、ひとえに立教学院および立

教野球部においての貴重な経験が役に立ったものと、

立教学院には大変感謝しております。

玉子屋の改革

私は二代目で先代（父）は現在会長をしております。

大学を卒業して富士銀行、マーケテイング会社を経て

97年に玉子屋に入社しました。事業継承がスムーズ

に行き、会社が飛躍的にの

びたのは、以下の事を徹底

的に行い、今も引き続き改

革を実行しているからだと

思います。

【基本】

１、給料はお客様からも

らっていることを常

に全従業員（パー

ト：アルバイト派遣

を含む）に

徹底………社長や経営者は分配しているだけ

で、あげているのではない。

２、笑顔と挨拶の徹底

当たり前のようでなかなか出来ないのが笑顔と

挨拶です。社員、パート、アルバイト、派遣社

員すべての従業員に徹底しています。

会社、企業の存続するか否かは、笑顔：挨拶

にかかっていると言っても過言ではないと思っ

ています。

３、｢玉子屋｣ の思いを､ お客様にわかっていただ
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「ジャパンウィーク（以下JW）の取り組みは事前準備から帰
国後までその全ての場面が素晴らしい“教育の場”であり人間
成長の場でした。彼らは自己の限界を乗り越えて成長し、自ら
の手で充実感と達成感を掴み取り、かけがえのない数々の珠玉
の瞬間を深く心の中に刻むことができました。生徒達は、プロ
ジェクトの成功は表面に見えない多くの人々の支えによって成
り立つものであることを深く理解し、それに対する感謝の気持
ちを生涯忘れることはないでしょう」とイギリスで和太鼓を演
奏した高校生達の先生は報告書で述べています。
また生徒達も、「僕が今回のJ Wで得たことは、一生涯忘れ

ることが出来ないほどすごく充実していて、一週間足らずの遠
征なのに内容がものすごく濃いもので、その中で得た物は文化
の違いを超えての感動でした。」と言っています。
イギリスに留学している学生も、「もうとにかく素晴らしか
った。イギリス人や中国人の友達も、すごく良いと言っていま
した。私も感動して鳥肌がたちました。自分の国の文化が他国
の友達に感動を与えた事は、誇りに思います。」と。
2001年11月イギリス・バーミング市での第26回JWは、感
動と満足そして心と心の触れ合いを両国民が刻んで終了しまし
た。
JWは1985年の春に私のところに「イタリアのフローレンス
市がEC（欧州共同体）の文化首都に制定された」との情報がも
たらされたことから始まりました。

日本一の仕出屋を目指して
玉子屋社長　菅原勇一郎（平４営）

（4頁に続く→）

菅原　勇一郎 社長
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くこと。

＜社内における玉子屋の経営理念の徹底＞

【情報】

１、社内のコミュニケーション

自分の部署以外の仕事も把握する。自分の部署

が一番大変だと思ったら大間違い。

２、情報は川上からでなく川下から入ってこなくて

はいけない。

良い情報は直ぐに上司に伝わるが、普通　会社

は悪い情報がリアルタイムに直ぐに上司に伝わ

らない。大企業だと全くあがって来ないケース

もある。

玉子屋では、悪い情報こそ、リアルタイムに上

司：社長の私まであがって来る様に徹底してお

り、悪い情報を教えてくれた人ほど評価が高く

なるようにしている。

また、社内で「出来ない」と言う言葉を禁止に

しており、出来る工夫を常に心がけるようにし

ている。

３、朝令暮改

業種にかかわらず、世の中の動き（スピード）

は想像しているより速い。社内においても朝、

これで行こうと言って、夕方、やっぱり方向転

換というような事は当たり前で、すぐに次に移

行する頭の切り替えをみんなが持てるようにす

る事が肝要。

【社員の指導と評価】

１、社員タイプ別指導方法

社員でも、ほめ殺しでやる気になったり、ちょ

っと叱咤激励した方が伸びるなど様々なタイプ

がいる。その人（個人）にとって一番伸びる方

法を一人ひとり個々に考えて、あきらめず、粘

り強く、教育指導してゆくことが大切です。ま

た上司は部下の意見を良く聞く事が重要です。

途中で口をはさまず、最後まで聞く事

２、玉子屋における評価基準

360度評価、部下からの評価が一番重要。能力

の出し惜しみはゆるさない。

３、納得のいく人事評価

社員の日常のさまざまなデータは各グループで

の毎日の「出来事帳」で蓄積される。

昇給と年２回のボーナスの時、私はお客様と接

する社員300名には直接手渡し、本人と ｢腹｣

を割って話し合います。トップとして最も重要

な仕事と認識しております。

【メニューへのこだわり】

美味しいお弁当を確実にお客様のお手元へ

玉子屋は仕出し弁当屋で１日７万食を約4000社の

企業にお届けしています。

当日の10時までの注文受付で当日のお昼までにお

届けして、お弁当のロス率が0.1％以下（50食以下）と

驚異的なシステムを確立しています。これも今では他

社の真似できないシステムですが、システムを作った

のではなく、お客様の為に何が出来るか考えて試行錯

誤している間に出来てしまったと言うのが正しいと思

います。

また原材料費も価格の50％以上を掛けることを実

践しており､更に品質にこだわった食材を使用してお

ります。「安全」で ｢安心｣ 出来る、そして ｢とにか

くおいしい｣ お弁当作りを常々心がけております。

さまざまな工夫で､そして食材に徹底的にこだわっ

て、これからもお客様に必要とされる企業になり続け

るように、私個人（社長）としては原材料費をより高く

掛けて、いかにお客様に喜んでいただける弁当をつく

れるかと、そしてまた全従業員に少しでも多くの給料

をお渡しし、生き甲斐：やり甲斐を持って働いていた

だけるかという事を目標として、そして実行して行き

ます。

いずれにしても企業：会社とは人財、人が全てと確

信しております。
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4月14日（金）千葉県・一の宮カントリークラブで、

「立教観光クラブ荒井詔二郎会長杯」が、レクレーショ

ン部会主催により、10名の参加者を得て行われました。

当日はあいにくの曇り空、なおかつ15メートルの

強風が吹きまくり、結果は風をコントロールした技巧

派のベテラン勢が上位に入賞しました。流石！やると

きはやるものです。若手（？！）はニアピンでかろうじ

て一矢を報いることが出来ました。

参加者　10名（敬称略）

1組　荒井詔二郎、白石純一、澄川紘嗣、吉田安男

2組　山口謙一郎、豊口忠男、柳沢省三

3組　石坂好一、遠矢良男、式場朝夫

成績　優勝：遠矢良男、2位：白石純一、3位：山口謙

一郎

ニアピン：石坂好一・吉田安男

プレー後の懇親会は、豊口先輩の配慮でかつお・い

か・金目鯛等、旬の房総の味覚を堪能しました。

次回は是非、皆さん奮ってご参加ください。ゴルフ

コンペは不定期で、気分が盛り上がったら開催してい

ます。参加をご希望の方は、吉田までお申込ください。

開催が決定次第ご案内いたします。

連絡先：吉田安男（S46法）

千葉県小湊「三水ホテル」館主

Tel：04-7095-3333

Mail：kansyu@sansuihotel.com

最近、バリアフリーに替わりユニバーサルデザイ
ンという言葉が目立ってきた。ご存知の通り「一般
的、普遍的、万能の」といった意味があり、誰でも、
何時でも、何処でも同じように利用・使用が可能と
いうことである。
老若男女、国籍を問わず様々なお客様が利用する

ホテルの構造やサービスは、ユニバーサルデザイン
の考え方そのものであり、世界中何処へ行っても概
ね同じような客室施設等の構造・レイアウトであり、
お客様へのサービス（対応）である。
ホテル、特に客室は、お客様にとって一定の空間

（客室）を時間という単位で利用いただく生活空間で
あり、利用の前後においては他のお客様の利用があ
るという共用空間でもある。
近年の急速な高齢社会化、障害を有する方々の積

極的な社会参加などに対応すべく、ハートビル法と
ターミナルなどの整備を促進する交通バリアフリー
法とを融合し、更に福祉のまちづくり条例と併せて
点と点の整備を面に拡げ町全体をユニバーサルデザ
イン化するという計画が進められている。
ホテルは本来ユニバーサルデザインという性格・

構造を有するが、時代の変化に伴うニーズの変化に
より、改修工事のレベルでは対応が困難な場合も見
られる。これらの問題は特に車椅子使用のお客様に
とってはホテル利用の可否を左右する大きな障害で
あるが、聴覚障害や視覚障害といった情報系の障害
のお客様にとっては、不便さや不具合はあっても利
用不可能なレベルの障害ではないと考えられる。
各々のホテルの特性を生かすべく、既存の施設で可
能な最大限の対応を行えるよう、お客様に対して可
能なサービス（対応）について情報発信を行なうと共
に、お客様とのコミュニケーションに努めサポート
面・サービス面といったソフト面でその補完を行う
などの工夫や努力がお客様の信頼感や安心感を高
め、全体としての満足度UPにつながると考える。
ハートビル法に基づく客室設計標準に基づきスケ

ールを当て面積を概算すると、ツイン仕様の場合は
最低でも28～29�となり、バスルームだけでも最
低5.4�位が必要となる。一部の高級ホテルは例外
として、決して低いハードルではない。寧ろ、障害
にどの程度対応可能かなどの情報を発信し、それを
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立教観光クラブ荒井詔二郎会長杯
の報告

レクレーション部会長　吉田　安男（Ｓ46法）

優
勝
者
、
遠
矢
氏（
左
）と
荒
井
会
長

ホテルのユニバーサルデザインを考える
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翌年（1986年11月28日）フローレンス市ベッキオ宮殿で第
１回JWのオープニングセレモニーが始まりましたが、そこに
は私と前年の6月、ベッキオ宮殿内の市長室でJWの開催を合
意してくれたコッチ市長の姿はありませんでした。コッチ市
長はJWを見ることなくイタリア極左集団「赤い旅団」の銃弾
に倒れたのです。
以来、欧米で30都市（1991年からは1年に2回開催）・41,200
人の日本の方々に参加を頂く大イベントに成長させていただ
きました。2006年11月はスペインのサラマンカで第31回JW
が開催されます。 （K・T）

山下拓治、宍戸学、千葉由美子、玉井和博、長谷川順一

郎、小松周三、原田修身、山辺登、伊藤守、本間良雄、

小林慶乃、岡田達雄、田野敏明、鴻池太郎、鈴木博、北

井誠一、梅津治利、川上典孝、佐藤厚生、松井幹雄、与

儀達夫、今川素子、山口謙一郎、菊池克彦、牧谷仁、倉

光純、岩倉圭彦、菅原勇一郎、城友輝、坪坂雅史、筒井

俊忠、塚田恭民、山元春三、塩手康江、羽場安行、福原

章、山田順愛、古山大捷、寺原清孝、相良幸男、田坂史

典、枡田博一、朱憲論、式場朝夫、佐藤泰春、吉田久満、

金子文、澄川紘嗣、阿部益知、榎勇、鍔一郎、阿部行信、

岩崎福三、福田朋英、名浦正美、大庭祺一郎、関口芳生、

山内博晶、林雅之、木村忠男、斉藤政雄、佐藤雄二朗、

國吉美香、石濱朗、白石純一、川崎裕、栗原盾夫、小野

村康之、近藤環、山口登、藤原喜巳男、久保田祥裕、田

辺義明、藤家省吾、荒井詔二郎

玉井和博、山辺登、伊藤守、本間良雄、小林慶乃、鈴

木博、松井幹雄、山元春三、福原章、山田順愛、田坂

史典、朱憲論、吉田久満、金子文、阿部行信、小野村

康之、久保田祥裕
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運営基金　寄付者リスト

平成18年2月～平成18年3月　計74名

279,000円

立教観光クラブ　外国人留学生奨学金
寄付者リスト

平成18年2月～平成18年3月　計17名

130,000円

2006年度立教観光クラブ
創立45周年記念

総会・シンポジウム・懇親会開催のご案内

恒例の立教観光クラブ会員総会（講演会・懇親会を含む）
を下記の通り開催いたします。45周年の記念すべき総会
ですので皆様お誘い合わせの上ふるってご参加ください。

記

日　　時：2006年7月12日（水）

総　　会：17：00～17：45（16：30分より受付開始）

シンポジウム：17：45～18：45

パネリスト　舩山　龍二氏　JTB会長
（立教大学観光学部教授）

甲田　　浩氏　元ホテルニューオータニ副社長
（立教大学観光学部教授）

コーディネーター 岡本　伸之氏　立教大学観光学部教授

テーマ 「（仮）観光産業の課題」

懇 親 会：19：00～21：00

場　所　ホテルメトロポリタン
http://www.metropolitan.jp
〒171-8505 東京都豊島区西池袋1丁目6番1号
TEL：03-3980-1111

交　　通：池袋駅　西口より徒歩3分

会　　場：総会・講演会 3階　富士

懇親会 3階　富士

宿泊予約受付について：宿泊予約　桃谷　健志
Tel:03-3980-7600
E-mail:cpmetro＠metropolitan.jp
までお問い合わせください。

会　　費：1962年（昭和37年）以前卒 10,000円
会　　費：1998年（平成10年）以前卒 13,000円
会　　費：1999年（平成11年）以降卒 10,000円

（いずれも会員名簿代を含む）

＊出欠連絡後の変更は必ずご連絡ください。ノーショウ
の方にはキャンセルフィーを請求させていただく場合が
ございますことをご了承下さい。

【欠席連絡先】 FAX：03-3431-4644

E-mail：bis@rikkyo.com

（1頁目「藤棚」の続き↓）

以ってそのホテルの個性としてアピールするのも一
つの考え方ではないかと思う。大切なのは全ての
人々の前向きな姿勢という心のユニバーサルデザイ
ンではないだろうか。 （S45．経．満野）


